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今
週
の
紙
面

■２面 ニュース／旧統
一協会問題 ■別刷り１
面～４面 新日本婦人の
会第回全国大会議案／
米山会長あいさつ（要
旨） ■３面 女性＆メ
ディア／ささっともう一
品／まんが／母の歴史

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです

発行所 新日本婦人の会
New Japan Women's Association

〒112－0002 東京都文京区小石川5-10-20 電話03（3814）9141（代）

編集部 03（5805）2370／ Fax 03（5805）2372 振替00150-7-74582 １部105円 月410円（いずれも税込み、送料別）、会員は会費に含む

http://www.shinfujin.gr.jpⒸ新日本婦人の会2023年

路
線
バ
ス
や
路
面
電
車
な
ど

毎
日
の
生
活
の

足

と
な
る
地
域
公
共
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高
齢
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自
動
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免
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の
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が
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す
む
な
か
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ら
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暮
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た
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
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︵
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堺
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原
発
い
ら
な
い
再
エ
ネ
の
未
来
を

国連気候野心サミットに合わせ、９月18日、原

発も気候危機もない再エネ100％社会の実現を求

めるイベント＆パレード「ワタシのミライ」が東

京・代々木公園で開かれ、のべ8000人が参加。新

婦人もアピールした

デマンド交通「のろっちゃ」（長門市ＨＰより）
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増
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も

松
原
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
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通
手
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な
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だ
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﹂
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﹂
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
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﹁
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
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﹂
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
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
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０
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
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
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
増
便
も
実
現
し

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
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
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
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
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運
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い
き
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
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新
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
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０
０
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﹂
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
﹁
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﹂
﹁
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﹂
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
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
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
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２
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
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
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
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
﹁
堺
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﹂
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一
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対
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
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﹂
﹁
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０
０
０
円
に
な


て
し
ま
う
﹂
な
ど
怒
り
の

声
が
次
つ
ぎ
と
出
さ
れ

パ

ブ
リ

ク
コ
メ
ン
ト
も
提
出

し
ま
し
た


街
頭
で
は
﹁
65
歳
に
な
る

の
を
待

て
い
た
の
に
﹂

﹁
市
長
は
公
約
違
反
﹂﹁
維

新
に
投
票
し
た
け
れ
ど

こ

れ
は
反
対
﹂
な
ど
対
話
も
す

す
み

１
万
７
０
０
を
超
え

る
緊
急
署
名
が
集
ま
り
ま
し

た
﹁
障
が
い
者
や
介
護
者

も
１
０
０
円
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﹂
な
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
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党
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し
て
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否
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
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
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
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
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と
懇
談

結
成
以
来
初
め
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た
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は
﹃
︵
大
型
の
︶
バ
ス

に
乗

て
も
ら
う
﹄
と
い
う

が
そ
れ
は
違
う

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の
自

立
し
た
生
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た
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に
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気
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に
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
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も
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﹂
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な
い
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く
り

を
﹂
と

鬼
気
迫
る
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と

り
が
あ
り
ま
し
た

そ
し

て

今
年

予
約
を
し
て
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型
車
に
乗
り
合
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デ
マ
ン
ド
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通
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し

た
自

治
体
調
査
を
力
に

県
本
部
で
は
﹁
バ
ス
代

が
高
い
し
本
数
が
少
な
く

て

自
動
車
を
手
放
し
た
い

が
悩
ん
で
い
る
﹂﹁
他
の
市

で
も
運
賃
や
サ

ビ
ス

て

同
じ
？
﹂
と
の
会
員
の
声
か

ら

19
市
町
の
公
共
交
通
機

関
を
調
べ
る
こ
と
に

２
０

２
１
年
の
こ
と
で
し
た


市
に
公
共
交
通
が
何
社
あ

る
の
か

年
齢
に
よ

て
特

別
な
サ

ビ
ス
が
あ
る
の
か

な
ど
７
項
目
に
文
書
で
回
答

し
て
も
ら
い
ま
し
た

自
治

体
に
よ

て
サ

ビ
ス
が
違

う
こ
と
が
わ
か
り

支
部
や

班
は
そ
の
結
果
を
も

て


そ
れ
ぞ
れ
行
政
と
懇
談
・
要

請
を
行

て
き
ま
し
た


自
分
ら
し
い
人
生
を

ど
の
市
も
人
口
減
少
と
高

齢
化
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進
み

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政
の
担
当
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は
﹁
安
心
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
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夫
し
て
い
る
﹂

と
い
う
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の

現
状
の
ま

ま
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は

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免
許
証
を
返

納
し
た
ら
出
か
け
に
く
く
な

り

自
分
ら
し
い
人
生
を
送

れ
な
く
な
る

そ
の
思
い
が

会
員
た
ち
を
駆
り
立
て
ま
し

た

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０
０
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引
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﹂
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現

﹁
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た
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の
市
で
も
﹂
と
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を
も
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て
運
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に
と
り
く
ん
で
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ま

す



